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和文要旨

アフラトキシンは有害かつ最も発がん性の高い天然物で、コメの甚大な品質低下を招きうる。タイの各地
方から入手した長粒種の穀粒サンプル 10点で、アフラトキシン産生菌の調査を行った。コメ穀粒を直接、寒天
平板培地に置いて調査した。主な検出菌は、Eurotium属、Syncephalastrum属、Aspergillus属であった。アフラト
キシン産生で知られる が、 点の試料より数株得られた。 蛍光検出法によって、7菌株
のアフラトキシン産生能を確認した。全ての菌株で 以上のアフラトキシン 1と のアフラ
トキシン 2が検出された。いっぽうアフラトキシン G1とアフラトキシン G2は、検出限界未満であった。


